
毎日アルペン号で中房温泉の燕岳登山口に。 

竹橋の毎日新聞社発。予約・前金制。 

 

[文書の重要な部分を引用して読者の注意

を引いたり、このスペースを使って注目ポ

イントを強調したりしましょう。このテキ

スト ボックスは、ドラッグしてページ上の

好きな場所に配置できます。] 

表銀座縦走                                    Hiya 

期 日：２０１５年７月２９日（水）夜～８月１日（土）  曇りのち晴れ   

コース：＜２９日＞竹橋２２:４０～(バス)～、＜３０日＞中房温泉５:３０/４５→合戦小屋８:３５/５０→燕岳１０:

３３/５０→燕山荘１１:２０/０３→常念・槍分岐１４:４９/５５→大天井ヒュッテ１５:５８、＜３１日＞大

天井ヒュッテ５:２５→ヒュッテ西岳７:５７/１２→水俣乗越９:２０/３０→ヒュッテ大槍１１:３３/０２→

槍ヶ岳山荘１３:１０/１７→槍ヶ岳１３:４２/００→槍ヶ岳山荘１４:２５、＜１日＞槍ヶ岳山荘５:３８→槍

沢ロッジ８:５０/００→上高地１３:０４/１５:００～(バス)～新宿２０:０５ 

参加者：Hiya(単独) 

 

燕から蝶へ、烏帽子から槍へは昔歩いたことあるが、燕から槍へは今回が初めて。 

 

＜7月３０日＞ 

  

 登山口から合戦小屋まで急登続くが、ほぼ等間隔に 

 ベンチが４カ所あり、道も整備されて登り易い。 

 

 

 

３時間程で合戦小屋へ。 

名物のスイカで体を冷やす。 

  合戦小屋の地名は坂上田村麻呂の鬼退治伝説に由来しているという。                       

大和勢力による先住民征服があったのか。 

  



更に１時間程で燕山荘前の稜線に出たがガス

で視界が悪い。 

 

   燕岳に向かうとガスが晴れ花崗岩の山頂部が見えてきた。 

 

 花崗岩に刻まれた山頂表示。 

 

山頂から燕山荘を経て大天井へと縦走路が続く。 

 

 

 

白い花崗岩砂礫にコマクサが咲く。 

 

 山頂から燕山荘に戻る。 

 



 昼食を済ませ大天井への縦走路に入る。 

緩やかな上り下りが続く。 

槍ヶ岳は終始雲の中。 

 燕山荘前から見る燕岳。晴れ間が出てきた。 

 

約１００ｍの大下りを下り、上り返す。奥に大天井。     ガスのなか鎖と梯子の切通岩を通過。 

                             梯子右脇の岩壁に小林喜作のレリーフ。 

 

 

大天井手前の常念・槍分岐を右に入る。 

  

                                          

                          大天井ヒュッテへの道は思ったより長く厳しかった。 



  

小振りな山小屋で登山客も多くなかった。                              

 夕食は４時半。いつもトンカツという。 

 

やっと大天井ヒュッテが見えてきた。燕山荘から約４時間。 

右手は牛首山、奥は赤岩岳。 

 

夕食後、牛首の展望台に登り槍穂連峰を眺める。            夕暮れの大天井       

 

＜３１日＞ 

 

朝食後、小屋の前から登山道に入る。          尾根道に出ると裏銀座の山々が飛び込んでくる。 

暫くは平坦な道が続く。                  双六、三俣蓮華、鷲羽、水晶 

 



 

 

   東と北に鎌尾根を広げた槍ヶ岳が見えてくる。         赤岩岳の尾根道を行く。前方奥に前穂。 

 

  ヒュッテ西岳に着く。 

  小屋の先には穂高連峰と涸沢。 

  

                              ヒュッテ脇から水俣乗越まで２００ｍ下り、 

                              正面の東鎌尾根を７００ｍ上る。 

 

  下りは鎖、梯子の連続。                  水俣乗越からは槍沢に下りられる。  



                                    

ヒュッテ大槍まで厳しい急登が続く。鎖、梯子が多い。       ヒュッテ大槍からは槍が間近に。 

 

  

        

 

               槍の穂先の下を横切り、肩の槍ヶ岳山荘へ向う。 

                                 

 

 

 



 

  

槍ヶ岳山荘に到着。大天井ヒュッテから８時間弱。           山頂へ最後の梯子を登る。                                                                                                                     

一休み後、山頂へ向かう。 

 

  周囲に雲がでて山頂からの眺望は今一つ。 

             

     登る人、山頂に立つ人、下りる人。                  

                             

 

   影槍と満月のセットは珍しいという。           

マンモス山小屋。多くの登山客だがまだ余裕は相当あり

そう。夕食は３組中２組目、５時４０分。 



＜１日＞ 

 

   夜明けの北アルプス （西穂、乗鞍。焼、笠、抜戸、黒部五郎、双六、三俣蓮華、薬師、鷲羽、水晶） 

 

                  （後立山、白馬、立山方面） 

 
                       富士山                  

       槍ヶ岳山荘の朝                    槍沢を下りる。                                       

上高地に到着。肩の小屋から約７時間半。 

       槍の見納め                さわやか信州号で新宿駅西口へ。席指定制、前金不要。 


